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• バイオ国家戦略のもと、育種の加速に向けて、未利用データの活用や、Digital Twin型の試験研究が求められている。
• 未利用データや高い仮説検証力を持つシミュレータとデータ連携基盤を構築し、高度な機能を備えたバイオデータ生産拠点と結

びつけることにより、育種の加速に資する試験研究環境を確立する。
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